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〈全国統一標語〉

災いへ/「その油断波から盈へ

●

「
平
成
１
６
年
度

●
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
中
学
生
の
部

」
席
入
選
作
品

コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
鹿
角
市
立
花
輪
第
一
中
学
校
３
年
生
浅
　
利
　
尚
　
希
さ
ん

「
火
の
不
始
末
か
ら
思
い
つ
い
た
マ
ッ
チ
を
題
材
に
、
綺
麗
に
ま
と
め
よ
う

と
し
な
い
で
頭
の
中
で
思
っ
た
事
を
描
き
ま
し
た
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
」



平成15年　火災・救急統計
Ｆ

　平成15年中に発生した火災は23件で前年よりも５件の増加と

なり、その中でも最も多い種別は「建物火災」で、全体の65％

を占めています。
　また、救急出動は1､367件で前年よりも65件の増加となリ過

去最高でした。搬送人員の67％を60歳以上の方が占め、今後

高齢化が進むにつれ、救急需要が増加していくと老えられます。

　平成15年の火災出動件数　平成15年の救急出動件数

表示マークが変わります
　消防法の改正により従来の適マーク制度が廃止され、新しいマーク（防火

基準点検済証・防火優良認定証・防火自主点検済証）が、消防法に適合して

いる目印として表示されることになりました。従来の適マーク（暫定マーク）

は、平成18年10月で廃止となります。
従
来
の
表
示
（
暫
定
マ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
平
成
１
８
年
廃
止

自
主
検
査
基
準
に
適
合
し
て

い
る
表
示

３
年
間
継
続
し
て
適
合
し
て

い
る
表
示

点
検
基
準
に
適
合
し
て
い
る

表
示

㎜ 嶋

● ● 皐 一 h t ｔ p

: / / ｗ w

ｗ ． ま ㎜

灯
油
も
危
険
物
で
す
～
・

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯
油

流
出
事
故
を
防
ご
う

　
近
年
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
か
ら
の
流
出
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
危
険
物
の
流
出
事
故
は
、
火
災
発
生
の
危
険
性
、
河
川
や
水
進
水
の
汚
染
、

魚
類
、
農
作
物
、
生
態
系
に
重
大
な
悪
影
響
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
　
次
の
事
項
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

１

日
頃
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
の
点
検

・
器
具
、
配
管
等
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か
？

・
定
期
的
に
残
量
（
燃
料
）
を
確
認
し
て
い
る
か
？

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
か
？

２
．
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
容
器
へ
の
灯
油
を
小
分
け
す
る
と
き
は
、
そ

　
　
の
場
を
離
れ
な
い
。

　
　
・
来
客
や
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
か
ら
対
応

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
万
一
、
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や

　
　
か
に
消
防
署
へ
通
報
す
る
。

４
．
河
川
等
に
油
が
流
出
し
て
い
る
の
を
発
見
し

　
　
た
場
合
も
消
防
署
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。



一

　
春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
【
４
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で
】

・
４
月
４
日
朝
早
く
、
尾
去
沢
地
区
で
鹿
角

　
市
消
防
団
の
消
火
訓
練
が
、
ま
た
小
坂
町

　
で
も
小
坂
町
消
防
団
の
駆
け
付
け
訓
練
が

　
あ
り
ま
す
。

・
４
月
４
日
午
前
中
、
消
防
団
に
よ
る
防
火

　
パ
レ
ー
ド
が
各
地
区
を
回
り
ま
す
。

・
火
災
予
防
期
間
中
は
、
朝
夕
『
／
時
に
サ
イ

　
レ
ン
（
警
藷
）
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
予
防
週
間
中
の
主
な
行
事

　
火
災
予
防
週
間
中
、
左
記
の
と
お
り
各
自
治
会
な
ど
で
消
火
訓
練

や
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

住
民
防
火
運
動
（
四
月
四
日
）

　
○
十
和
田
地
区

　
　
陣
場
自
治
会
（
自
治
会
館
）

　
　
午
前
九
時
＝
千
分
～
正
午

　
○
八
幡
平
地
区

　
　
長
嶺
自
治
会
（
自
治
会
館
）

　
　
午
前
九
時
～
十
一
時
三
十
分

　
○
小
坂
町

　
　
岩
沢
自
治
会
（
自
治
会
館
）

　
　
午
前
十
時
～
正
午

事
業
所
の
防
火
に
関
す
る
講
習
会
及
び
消
火
訓
練

　
　
日
時
　
四
月
十
日
（
土
）
　
午
前
十
時
～
正
午

　
　
場
所
　
講
習
会
　
十
和
田
分
署
会
議
室

　
　
　
　
　
消
火
訓
練
　
職
員
駐
車
場

●

「
自
主
防
災
組
織
」
を

　
知
っ
て
ま
す
か
？

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
大
き
な
災
害
時

に
消
防
署
や
消
防
団
と
協
力
し
て
地
域
の

防
災
活
動
を
自
主
的
に
行
う
グ
ル
ー
プ
で

す
。
　
鹿
角
で
は
、
現
在
1
4
組
織
あ
り
、
組
織

結
成
率
は
全
体
の
約
９
％
で
す
。
（
秋
田

県
で
は
、
約
5
5
％
）

　
各
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
、
災
害
に
強
い
地
域
を
作
り
上
げ
ま
し

よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
角
市
役
所
総
務
課

　
小
坂
町
役
場
総
務
課

　
消
防
本
部
警
防
予
防
課

●

八

連載

ひとロメモ

　
　
知
っ
て
得
す
る
／
’

い
ざ
と
い
う
時
の

搬
送
方
法

①　　　　･F゛

り
　　じ]う

　　士

　丿回､

八

②

　１　ﾝ岬　－　･ヽﾒ

ﾌＳ

　ｊＪ

③

　　　憎　　八

　　回万

　　　濯　　　ｙ

　　　ｊ

゜?
･、

き
　搬送したい人の腰

を抱きかかえるよう

にします。

　搬送したい人の腕

を交差させて、手首

を両手でしっかり握

り、背負います。

　ひざ下から腕を入れて両ひざを抱き込

み、搬送したい人の両腕を交差または平

行にさせて両腕を保持して搬送します。

＜注意〉　具合が悪くなった人や怪我人を、背負ったり抱いたりするのは場合に
　　　　よって適当でない場合がありますので、注意が必要です。



●

　　　　消防機器の紹介

　　　　「マルチコネクター」

　従来消防車に取り付けてあったホース用

の金具は、ホースの太さに合わせて取り替

えながら使用していましたが、この「マル

チコネクター」を使用することにより金具

を取り替えることなく太さの違うホースを

使用することができるため素早く消火活動

ができます。

従来の金具 マルチコネクター

　…………………｡___｡＿_＿讐讐1ゴ??･ｉ
鹿角市・小坂町消防団員募集

　郷土の財産を自らの手で守る地域防災のリーダー

である消防団員としてあなたも活躍してみませんか。

　入団資格は鹿角市・小坂町の区域内に居住してい

る、18歳以上の身体強健な方。

　活動内容は災害への出動・各種訓練・消防団行事

などが主な活動です。

　問い合せ先は消防本部総務課（２３-５６０１）、ま

たは小坂町役場町民生活課（29-2400）まで。

海

ｋ
ド
　
Ｌ
１
り
ｉ

　　消防車も救急出動しています

　消防車が火災のほかに出動するのは、次のような

場合です。

　①救急車が出動中で不在のとき。

　②交通事故や作業事故のとき。

　③急病人やケガ人が多数発生したとき。

　④建物や地理条件により救急活動が困難なとき。

　⑤その他上記以外で必要なとき。

　火災のときは「サイレンと警鐘」を

　救急救助出動のときは「サイレン」を

　鳴らして出動します。

　喝－一一
〃
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… … … 山 菜 採 リ には遭

警語正を……

　　　　■■　　　■■■■■■■■■■■■　　　　　　　 ･ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■■■■■■㎜■■㎜■■㎜■■■■■■■

　山に雪が無くなる４月からは、山菜採りのシーズ

ンの到来です。遭難しないように十分気をつけて入

山してください。

　次のことを守って入山しましょう。

　１　家族に入山場所と帰りの時間を知らせて

　　おく。

２　ライター・マッチ・懐中電灯・小型ラジ

　　オ・古新聞・防寒具・食料などを携行する。

－-==－　　　　○消防本部･消防署　電話２３－５６０１Ｃ■国S

　　　　　　○小　坂　分　署　電話２９－２１１９

○十和田分署

○ハ幡平分駐所

電話３５－２００６

電話３４－２２２９

皿四ｇｊ皿投稿待
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